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[ご利用の前に必ずお読みください I 

SH-07E 

ご利用にあたっての注意事I頁 


■安全上のご注意(必ずお守りください) 
■取り扱い上のごま意 
■防水/防塵性能 

■ 携帯電話機の比吸収率 (SAR) について 

■ CAUTION 

■ Inquiries 
■輸出管理規制 
■知的財産権について 
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安全上のごを意(必ずお守りください) 


• ご使用①前に、この r 安全上のごを意」をよ < あ読みの上、正し < お使い くちさ 
い。 

また、お読みになった後は大切に保管して < ださい。 

•ここ I こ示したま意事周んあ使いじなる人や、他の人への危害、財産への損害 
を未がじ防く'ための内容を記載していますので、むす'あ守リ < だちい。 

巧の表示の区分は、表示内容を守5す、誤った使用をした場合に生じる危害や損 
害の程度を説明しています。 


A 危険 

この表示は、取 U 扱いを誤った場合、 r 死こま 
たは重傷を負ラ危険が切迫して生じること 
が想定される」内容です。 

A 警告 

この表示は、取 U 扱いを誤った場合、 r 死亡ま 
たは重傷を負ラ可能性が想定ちれる」内容で 
す。 

心主意 

この表示は、取 U 扱いを誤った場合、「軽傷を 
負ラ可能性が想定される場合および物的損 
害の発生が想定ちれる」内容です。 


次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明しています。 


(\1 禁止（してはいけない 

こと)を示します。 

濡れた手で扱っては 
いけないことを示す 
濡れ手禁止記号です。 

分解してはいけない 
& ことを示す記号です。 

一、 指示に基づく行為の 

• • 強制(むす'実行してい 
ただくこと）を示しま 

指术す。 

^ 水巧け巧る場所で使 

用したり、? W こ濡5し 
たりしてはいけなし、 
ことを示す記号です。 

^ 電源プラグをコン tz 

ントけら抜いていた 
電源プラグだくことを示す1己号 
を抜 < です。 


r ま全上のごを意」は、下記の7頃目に分けて説明しています。 

• 本端末•電池パック•アグプタ • 卓上ホルブ•ドコ tminiUlM カードの取り扱い 


じついて（共通） . P .2 

• 本端末の取り扱いじついて . P .4 

• 電池/、ソク①取り扱いじついて . P .7 

•アグプタ•卓上ホルブの取り扱いじついて . P .9 

• ドコ亡 miniUlM 力ードの取り扱いじついて . P .11 

• 医用電気機器近 < での取り扱いじついて . P .12 

■材質一覧 . P .12 


I 本端末•電池パック•アダプタ•卓上ホルダ • ドコモ 
miniUlM 力ードの取り扱いについて（共通） 


A, 巳険 








分解禁止 


高温じなる場所(义のそば、暖房器具のそば、こたつの中、直 
韵曰光の当たる場所、炎天下の車内など)で使巧、保管、放置 
しないでください。 

义災、やけど、け巧の原因となります。 


電子しツジなどの加熱調理機器や高圧容器に入れないでく 
だちい。 

义災、やけど、け巧、感電の原因となります。 


分解、改造をしないで < ださい。 

义災、やけど、け巧、感電の原因となります。 



水濡れ禁止 





水や飲料水、ぺットの巧などで濡5さないでください。 

义災、やけど、け巧、感電の原因となります。 

防水性能じついては下記をご参照 < ださい。 

屈 ■ p . ssr 防水/防塵性能」 


本端末に使巧する電池パックおよびアダプタは、 NTT ドコ亡 
巧指定したちのを使巧してください。 

义災、やけど、け巧、感電の原因となります。 
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誤ってデイスプしイを破損し、液晶ガ漏れた場台には、顔や 
手などの皮膚じつけないで<ださい。 

失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。 

液晶巧目や □ I こ入った場合じは、すく'じきれいな水で洗い流し、直 
ちじ医師の診断を受けて<ださい。 

また、皮膚やを類じ付着した場合は、すく'じアルコールなどで拭き 
取り、石験で水洗し^して < ださい。 


自動車内で使巧する場含、自動車^一力ちし < は販売業者 
じ、電波じよる影響じついてご確認の上ご使巧ください。 

車種じよっては、まれに車載電子機器に悪影響をたぼす原因とな 
りますので、その場合は直ちじ使用を中止して <ださい。 


お客様の体質や体調によっては、かゆみ、なぶれ、湿疹など巧 
まじることがあります。異状ガ生じた場ちは、直ちに使巧を 
やめ、医師の診療を受けてくださし、。 

各箇所の材質じついて屈 ■ P . 12「材質一覧」 


デイスプしイを見る際は、十分明るい場所で、画面な5ある 
程度の距離をとってご使巧ください。 

視力低下の原因となります。 


I電池パックの取り巧いについて 


電池パックのラベルに記載されている表示じより、電池の種類をご確認 
くだちい。 


表示 

電池の種類 

Li-ionOO 

リチウムイオン電池 


A 危険 


0 端子じき十金などの金属類を接軸さだないでください。また、 
金属製ネックしスなどと一緒に持ち運んだり、保管したりし 
な I 卜ないでください。 

電池パックの発义、破裂、発熱、漏おの原因となります。 


Q 

禁止 

電池パックを本端末に取り付けるときは、電池パックの向き 
を確なめ、うまく取り付けできない場含は、無理に取り付け 
ないで < ださい。 

電池パック①発义、破裂、発熱、漏おの原因となります。 

0 

禁止 

义①中に投下しないでください。 

電池パック①発义、破裂、発熱、漏おの原因となります。 

0 

禁止 

舒を刺したり、ハンマーで日 P いた U 、踏みつけたりしないで 
くだちい。 

電池パックの発义、破裂、発熱、漏おの原因となります。 


電池パック内部の液体などが目の中に入ったときは、こす5 
mm す'、す<1こきれいな水で洗った後、直ち I こ医師の診療を受け 
ホ旨てくださし、。 

失明の原因となります。 


A 警告 





〇 

指示 





落下じよる変おや傷などの異常が見5れた場含は、絶巧に使 
用しないでください。 

電池パックの発义、破裂、発熱、漏おの原因となります。 


電池パックガ漏液したり、異臭巧したりするときは、直ちに 
使巧をやめて义気な5遠ざけてください。 

漏液した液体じ弓 I 义し、発义、破裂の原因となります。 


ペットガ電池パックに陋みつなないよラごミち意ください。 

電池パックの発义、破裂、発熱、漏ミ夜の原因となります。 


A ; 主忌 








〇 

指示 


一般①ゴミと一緒じ捨てないでください。 

発义、環境破壊の原因となります。不要となった電池パックは、端 
子じテープなどを貼り、絶縁してな5ドコモシヨ、ソプなど窓□に 
あ持ちいただく打、回収を行っている巿区町村の指示じがって< 
だちい。 


濡れた電池パックを使巧したり充電したりしないでくださ 
し、。 

電池パックの発义、破裂、発熱、漏液の原因となります。 


電池パック内部の液体などが漏れた場含は、顔やまなどの皮 
膚じつけないで < ださい。 

失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。 

液体など巧目や □ I こ入つた場合や、皮膚や衣類に付着した場合は、 
す<1こきれいな水で洗い流して < ださい。 

また、目や□じ入った場合は、ミホ淨後直ちじ医師の診断を受けてく 
だちい。 


t アダプタ • 卓上ホルダの取り扱いについて 


A 警告 



アダプタのコードが傷んだ5使巧しないでください。 

义災、やけど、感電の原因となります。 


Q AC アダプタや卓上ホルダは、風呂場などの湿気のるい場所 
では使巧しないでください。 

4*^ 义災、やけど、感電の原因となります。 



DC アダプタはマイナスアース車専用です。プラスアース車に 
は使巧しないでください。 

义災、やけど、感電の原因となります。 
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使用箇所 

材質/表面処理 

電池収納面 

ガラスエポキシ基板/金ソ、ソキ、 

PET 

電池収納面の樹脂部分 

ABS 獅旨 

電池収納面周囲のパ、ソキン 

シ U コンゴム 

ネジ' 

SUS/EPDM コム 


リアカバー 


使用箇所 

材質/表面処理 

リア カバー 本体 

PC 樹脂/表面 UV 塗装 


電池パック 


使用箇所 

材質/表面処理 

電池パック本体 

PC 樹脂/放電加工 

電池パッツ端子部 

銅合金/全面 Ni 下地^、ソキ、金:ツ 
キ 


卓上ホルブ 


使用箇所 

材質/表面処理 

本体上 クース 

ABS 

本体下 クース 

ABS、PLA 

、ソソ 

P 0 M 

スイ、ソチ 

P 0 M 

充電端子 

C 巳191 W - H / 金^ッキ、封孔処理 

接続端子の金属部 

ステンしス鋼 

ネジ 

SWCH / 黒ニックル^、ソキ 

ストッパー 

ポ□ン 



• SH -07 E は防水/防塵性能を有しております巧、本端末内部に水や粉塵 
を浸入させたり、付属品、オプション品に水や粉塵を付着させたりし 
ないで < ださし、。 

電池/ \ッつ、ア ブプタ、卓上ホルグ、ドコ t miniUlM カードは防水/防塵性能 
を有してありません。風呂場などの湿気のるい場巧でのご使用や、雨など巧 
方'なることはあやめ < ださい。また身に付けている場合、汗じよる湿気じよ 
り内部巧腐食し故障の原因となります。調査の結果、これ白①水濡れによる 
故障と判明した場合、保証対象外となり修理できないこと巧ありますので、 
あ5巧じめご3承 < ださい。なお、保証対象外ですので修理を実施できる場 
合でち有料修理となります。 

• おず入れは乾いた柔5かい巧(めがね拭きなど)で拭いて < ださい。 

-乾いた巧などで強<擦ると、デイスプしイじ傷巧つく場合巧あります。 

•デイスプしイじ水滴や汚れなど巧付着したまま放置すると、シミ I こなるこ 
と巧あります。 

-アル]-ル、シンナー、ベンジン、洗剤などで拭<と、 EP 刷巧消えたり、色巧 
あだたりすること巧'あります。 

• 端子は時々乾いた綿棒などで清掃して<ださい。 

端子巧汚れていると接融巧悪くなり、電源巧切れたり充電不十分の原因と 
なったりしますので、端子を乾いた綿棒などで拭いて<ださい。 

また、清掃する際には端子の破損に十分ごを意 < ださい。 

• エアコンの吹き化し□の近<1ご置なないで < ださし、。 

急激な温度の変化じより結露し、内部巧腐食し故障の原因となります。 

• 本端末や電池パックなどに無理な力がかな5ないよラじ使巧してく 
ださい。 

る < のちの巧詰まった荷物の中じ入れたり、巧類のポク、ソトじ入れて座った 
りするとデイスプしイ、内部基板、電池 IV リつな どの破損、故障の原因となり 
ます。 

また、外部接続機器を外部接続端子やイわホンマイク端子に差した状態の場 
合、コネクタ破損、故障の原因となります。 

• デイスプしイは金属などで擦ったり引っないたりしないでください。 

傷つ < こと巧あり故障、破損の原因となります。 

• オプション品に添付されている個別の取扱説日月書をよくお読みくだ 
ちし、。 


I本端末についてのお願い 


•タツチパネルの表面を強<押したり、のやボールペン、ピンなど先の 
尖ったちので操作した U しないで < ださし、。 

タッチパネル巧破損する原因となります。 

• 極端な高温、低温は避けてください。 

温度は5で〜35で、湿度は45%〜85%①範囲でご使用 <ださい。 

•一般の電話機やテしビ•ラジオなどをお使い I こなっている近くで使巧 
すると、悪影響をにぼす原因となりますので、なるべく離れた場所で 
ご使巧くだちい。 

• お客様ご自身で本端末に登録された情報内容は、別に^亡を取るなど 
して保管してくださるよラお願いします。 

万巧一登録ちれた情報内容巧消失してしまラこと巧あってち、当社としては 
責任を負い0ねます①であ5なじめご3承<ださい。 

♦本端末を落としたり、衝撃をちえたりしないでください。 

故障、破損の原因となります。 

• 外部接続端子やイわホンマィク端子に外部接続機器を接続する際に 
斜めに差したり、差した状態で引っ張ったりしないでください。 

古如章、破損の原因となります。 

• 使用中、充電中、本端末は温なくなります巧、異常ではありまだん。そ 
のままご使巧ください。 

• 力べラを直韵曰光の当たる場所に放置しないでください。 

素子の退色•焼付きを起こす場合巧あります。 

♦通常は外部接続端子カバーを閉じた状態でご使巧ください。 

ほこり、水など巧入り故障の原因となります。 

• リアカバーを外したまま使巧しないで < ださし、。 

電池パックな'外れたり、故障、破損の原因となったりします。 

• mi び oSD 力ードの使用中は、 mi び oSD 力ードを取り外したり、本端末の 
電源を切ったりしないで<ださし、。 

データの消失、故障の原因となります。 

• 磁気力ードなどを本端末に近づけないでください。 

キわ、ソシユカード、クしジツトカード、テしホンカード、フ□ツピーディスク 
などの磁気データ巧消えてしまラこと巧あります。 

• 本端末に磁気を帯びたちのを近づけないでください。 

強い磁気を近づけると誤動作の原因となります。 
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A 警告 















強い力や衝撃をちえたり、掛ブ巧けたりしないでくださし、。 

义災、やけど、け巧、感電の原因となります。 


充電端子や外部接続端子、ィわホン7ィク端子に導電性異物 
(金属片、飽筆の芯など)を接軸させないで < ださい。また、内 
部に入れないでください。 

义災、やけど、け巧、感電の原因となります。 


使巧中や充電中に、巧回などで覆ったり、包んだりしないで 
くだちい。 

义災、やけどの原因となります。 


ガソリンスタンドなど引义性ガスが発をする場所に立ち入 
る場含はむす'事前に本端末の電源を切ん充電をしている場 
台は中止してください。 

ガスじ引义する恐れ巧あります。 

ガソリンスタンド構内などであサイフクータイをご使用じなる際 
は退)す'事前に電源を切つた状態で使用して<だちい ( NFC / あヴ 
イフクータイ□ツクを設定されている場合じは□ツクを解除した 
上で電源をお切り < ださい)。 


使巧中、充電中、保管時に、異臭、発熱、変色、変形など、いまま 
でと異なるときは、直ちに次の作業を巧ってください。 

• 電源プラグをコン t ントやシガーライターソクットな5抜く。 
• 本端末の電源を切る。 

• 電池パックを本端末な5取り外す。 

义災、やけど、け巧、感電の原因となります。 


A; 主忌 


Q <5ついた台の上や傾いた場所など、不安定な場所には置巧 
ないでください。 

な:止 落下して、け巧の原因となります。 



湿気やほこり①るい場所や高温じなる場所じは、保管しない 
で < ださい。 

义災、やけど、感電の原因となります。 


子供が使用する場含は、保護者ガ取り扱し N の方法を教えてく 
ださい。また、使巧中においてち、指示どおりに使巧している 
なをご確認 <ださい。 

け好'などの原因となります。 


乳幼巧のまの届なない場所に保管してください。 

誤って飲み込んだり、け巧などの原因となったりします。 





本端末をアダプタじ接続した状態で長時間連続使巧される 
場含には特にごミち意ください。 

充電しな巧5ワン t ブ視聴などを長時間巧ラと本端末や電池パ、ソ 
ク•アグプタ①温度巧高 < なること巧あります。 

温度の高い部分じ直接長時間融れるとお客様の体質や体調じよつ 
ては肌にホみやなゆみ、灯ぷれなど巧生じたり、低温やけどの原因 
となったりする恐れ巧あります。 


I本端末の取り巧いについて 



赤外線ポートを目に向けて送信しないでください。 

目じ悪影響を及ぼす原因となります。 


赤外線通信使巧時に、赤外線ポートを赤外線装置のついた家 
電製品などじ向けて操作しないでください。 

ホ外線装置の誤動作により、事故の原因となります。 


/TN 亡バイルライトの発光部を人の目に近づけて点む発光さだ 
INJ ないでください。特に、乳幼巧を撮影するときは、1 m し:;1上離 
れてください。 

視力障害の原因となります。また、目巧<5んだり驚いたりしてけ 
巧などの事巧の原因となります。 

Q 

禁止 

本端末内のド〕 tminiUlM 力ードス□ットや mi び oSD 力ード 
スロットじ水などの液体や金属片、燃えやすいちのなどの異 
物を入れないでください。 

义災、やけど、け巧、感電の原因となります。 

自動車などの運転者に向けてライトを点むしないでくださ 

^ 運転の妨げとなり、事故の原因となります。 

〇 

指示 

航空機内や病院など、使巧を禁止された区域では、本端末の 
電源を切ってください。 

電子機器や医用電気機器じ悪影響をなぼす原因となります。 
医療機関内にあける使用については各医療機関の指示じがって< 
だちい。 

航空機内での使用などの禁止行為をした場合、ミ去令により罰せ5 
れます。 

ただし、電波を出ちない設定じすることなどで、機内で本端末巧使 
用できる場合じは、航空会社の指示にがってご使用 < ださい。 

〇 

指示 

ハンブフリ ー1 ご設定して通話する際や、着信音ガ鳴っている 
ときなどは、むす本端末を百か5離して < ださし、。 

また、イわホンマイクなどを本端末に装着し、グームや音楽 
再生などをする場含は、適度なボリュームじ調節してくださ 
い。 

音量巧大きすぎると難聴の原因となります。 

また、周囲の音け'聞こえに < いと、事故の原因となります。 

〇 

指示 

瓜臓の弱い方は、着信/ \'イブしータ(振動)や着信音量の設定 

1こま意してください。 

ノら臓じ悪影響を及ぼす原因となります。 


〇 

指示 

医巧電気機器などを装着している場合は、医巧電気機器^- 
力ちしくは販売業者に、電波じよる影響じついてご確認の上 
ご使巧ください。 

医用電気機器などじ悪影響を及ぼす原因となります。 

〇 

指示 

高精度な制御や微弱な信号を取り扱ラ電子機器の近くでは、 
本端末の電源を切ってください。 

電子機器巧誤動作するなどの悪豪響を及ぼす原因となります。 

ごミち意いただきたい電子機器の例 

補聴器、植込み型&臓ぺースベーカおよび植込み型除細動器 、その 
他の医用電気機器、义災報知器、自動ドア、その他の自動制御機器 
など。植込み型&臓ペース^一力および植込み型除細動器、その他 
の医用電気機器をご使用される方は、当該の各医用電気機器一 
力ちし < は販売業者に電波じよる影響じついてご確認< だちい。 

〇 

万が一、デイスプしイ部や力べラのしンブを破損した際に 
は、割れたガラスや露出した本端末の内部1こごを意くださ 

指示 

い。 

デイスプしイ部の裏面にテープ類を貼り付け、カソラ①しンブ① 
表面じはプラスチッツパネルを使用し、ガラス巧飛散りじ < い構 
造となってあります巧、誤って割れた破損部や露出部に融れます 
ヒ、け巧の原因となります。 

A 注意 


Q 

ストラップなどを持って本端末を振り回さないでください。 

本人や他の人じ当たり、け巧などの事故の原因となります。 

禁止 


/TN 本端末が破損したまま使巧しないで < ださい。 

义災、やけど、け巧、感電の原因となります。 

禁止 


Q 亡ーシヨン t ンサーや t 也磁気 t ンサーのご使巧にあたって 
は、むす'同囲の安全を確認し、本端末をしっかりと握り、む要 
4*^ し乂上に振り回さないでください。 

け巧などの事故の原因となります。 
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Q 

禁止 






濡れ手禁止 






雷ガ鳴り化した5、アダプタじは軸れないでください。 

感電の原因となります。 


コン t ントやシガーライターソクット I こつないだ状態で充 
電端子をショートさだないでください。また、充電端子にま 
や指など、身体の一部を触れさせないでください。 

义災、やけど、感電の原因となります。 


アダプタのコードの上に重いちのをのだないでください。 

义災、やけど、感電の原因となります。 


コン tz ントじ AC アダプタを抜き差しするときは、金属製ス 
トラ、ソプなどの金属類を接風さだないでください。 

义災、やけど、感電の原因となります。 


端末が濡れている状態では絶巧に充電しないでください。 

アグプタ•卓上ホルブは防水性能を有してありまだん。感電や回路 
①ショートなどじよる故障や义災、やけどの原因となります。 


濡れたまでアダプタのコード、卓上ホルダ、コン tz ントじ融 
れないで < ださい。 

义災、やけど、感電の原因となります。 


指定の電源、電圧で使巧して < ださし、。 

また、海外で充電する場ちは、海外で使巧巧能な AC アダプタ 
で充電してください。 

誤つた電圧で使用すると义災、やけど、感電の原因となります。 
AC アグプタ： AC 100 V 

DC アグプタ： DC 12 V ‘24 V (マイナスアース車専用） 

海外で使用可能な AC アブプタ： AC 100 V 〜240 V 嫁庭用交流コン 
t ント①みに接続すること） 


DC アダプタのヒューブ巧万が一切れた場台は、むす'指定の 
ヒューブを使巧して < ださい。 

义災、やけど、感電の原因となります。指定ヒューブに関しては、個 
別の取扱説明書でご確認 < ださい。 


〇 電源プラグじついたほこりは、拭き取ってください。 

义災、やけど、感電の原因となります。 

指示 


AC アダプタをコン t ントじ差し込むときは、確実に差し化 
んでください。 

^义災、やけど、感電の原因となります。 


〇 電源プラグをコン tz ントやシガーライターソクットな5抜 
<場合は、アダプタのコードを無理に引っ張5す、アダプタ 
指^ を持って抜いてください。 

义災、やけど、感電の原因となります。 


A 長時間使巧しない場含は、電源プラグをコン t ントやシガー 
ライターソクットな5抜いて<ださい。 

ブ义災、やけど、感電の原因となります。 

巧苗友く 


^ 万が一、水などの液体が入った場台は、直ちにコン t ントゃ 
fel シガーライターソクットか5電源プラグを抜いて<ださい。 

ブ义災、やけど、感電の原因となります。 

お苗友< 


^ おま入れの際は、電源プラグをコン tz ントやシガーライター 

ソクットな5抜いて巧ってください。 

源プラブ义災、や I ブど、感胃の原 S となし J ます。 

巧 i 、 抜く 

L ドコモ miniUlM 力ードの取り巧いについて 


A ま忌 


〇 


ド〕亡 miniUlM 力ードを取り外す際は切断面にごま意くださ 
い。 

け巧の原因となります。 


I医用電気機器おくでの取り巧いについて 


A1W 


〇 植化み型瓜臓ペース^一力および植化み型除細動器などの 
医巧電気機器を装着されている場合は、装着部か5本端末は 
指- 15 cml ； Lb 離して携行および使巧してくださし、。 

電波じより医用電気機器の作動じ悪影響を及ぼす原因となりま 
す。 


自宅療養などじより医療機関の外で、植化み型瓜臓ペース 
■■ ^一力および植込み型除細動器し>1外の医巧電気機器を使巧 

^ される場含には、電波じよる影響じついて個別に医巧電気機 
器^一力など I ごご確認ください。 

電波じより屋用電気機器の作動に悪景ダ響をたぼす原因となりま 
す。 


身動きガ自由に取れないなど、周囲の方と 15 cm 未満に近づ 
く恐れがある場含には、事前に本端末を電波の化ない状態に 
^ 切り曾えてください(機内モードまたは電源オフなど)。 

付近じ植込み型也臓ペースべ一力およけ植込み型除細動器などの 
医用電気機器を装着している方好'いる可能性巧あります。電波に 
より医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす原因となります。 


〇 医療機関内における本端末の使巧じついては、各医療機関の 
指示じがって < ださい。 

指示 

Iネオ質一覧 


端末 


使用箇所 

材質/表面処理 

デイつ^プしイ面 

強化乃ラス 

デイスプしイ面の周囲 

PC - ABS 樹脂/表面 UV コート 

側面 

PA 樹脂/表面 UV 塗装 


使用箇所 

材質/表面処理 

上部 

PC 樹脂/表面 UV 塗装 

下部 

PC 樹脂/表面 UV 塗装 

サイドキー 

PC 樹脂/表面 UV 塗装 

電源キー 

ABS 樹脂/表面 UV 塗装 

外部接続端子 

銅合金/ Pd - N 止金ソ、ソキ 

外部接続端子カバー 

PC 樹脂/表面 UV 塗装、不連続蒸着 

外部接続端子カバーのパ、ソキン 

シリコンゴム 

充電端子 

SUS / 金べ、ソキ 

イわホンマイク端子 

銅合金/金、ソキ 

イわホンマイク端子の周囲 

ABS 樹脂/表面 UV 塗装 

力べラパネル 

PMMA 樹脂 

亡バイルライト 

ABS 樹脂 

アウトマイクの周囲 

ポリウしタン 

スピーカーベッシュ 

PE 

スピーカーベッシュの周囲 

PE 

デイスプしイ面の裏側 

PA 棚旨 

デイスプしイ面の裏側（アンテナ） 

PC 樹脂/表面 UV 塗装 

ドコ tminiUlM 力ード/ microSD 力ード 
ス□ット①樹脂部分 

ABS 樹脂 

ドコ亡 miniUlM カードス□、ソト①基板部 
分 

ガラスエポキシ基板/金べツキ 

ドコ tminiUlM カードス□、ソト①金属部 
分 

SUS / Ni ベッキ 

ドコ tminiUlM 力ードス□ットのしパー 

46ナイ□ン 

microSD カードス□ット①基板部分 

ガラスエポキシ基板/金べツキ 

microSD カードス□ット①金属部分 

SUS / N け、ソキ 

ジ'わックシート 

PET 

電池端子 

銅合金/金、ソキ 
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I電池パックについてのお願い 


•電池パックは消耗品です。 

使用状態などによって異なります巧、十分に充電してち使用時間巧極端じ短 
<なったときは電池パック①交換時期です。指定の新しい電池パックをあ買 
い求め <だちい。 

• 充電は、適正な周囲温度 （ 5で〜35で)の場所で巧って<ださい。 

• 電池パックの使巧時間は、使巧環境や電池パックの劣化度じより異な 
U ます。 

• 電池パックの使巧条件じより、寿命が近づくじつれて電池パックが膨 
れる場合ガありますガ問題友 U ません。 

♦電池パックを保管される場台は、巧の点じごま意ください。 

■ フル充電が態(充電完3後すく'の状態）での保管 

■ 電池残量なしの状態(本体の電源巧入5ない程消費している状態)での保 
管 

電池パックの性能や寿命を低下させる原因となります。 

保管じ適した電池残量は、目安として電池残量巧40パー t ント程度の状態を 
お勧めします。 

Iアダプタについてのお願い 


• 充電は、適正な周囲温度 （ 5で〜35で)の場所で巧ってください。 

• 次のよラな場所では、充電しないで <ださい。 

■ 湿気、ほこり、振動のるい場所 
■ 一般の電話機やテしビ•ラジオなどの近< 

• 充電中、アダプタが温なくなること巧ありますが、異常ではありませ 
ん。そのままご使巧 < ださい。 

• DC アダプタを使用して充電する場合は、自動車のエンジンを切ったま 
ま使巧しないでください。 

自動車のバッテリーを消耗させる原因となります。 

• 抜け防止機構のあるコン t ントをご使巧の場ち、そのコン t ント①取 
扱説日月書じがって < ださい。 

•強い衝撃をちえないで < ださい。また、充電端子を変形させないでく 
だちし、。 

故障の原因となります。 


L ドコモ miniUlM 力ードについてのお願い 


• ドコ tminiUlM カードの取り付け/取り外しじは、む要し:>1上に力を入 
れないで< ださし、。 

• 他の I C 力ードリーダー/ライターなどじドコ tminiUlM 力ードを挿 
入して使巧した結果として故障した場含は、お客様の責任となります 
ので、ごミち意ください。 

• I C 部分はいつちきれいな状態でご使巧くださし、。 

♦お手入れは、乾いた柔5ない巧(め巧ね拭きなど)でおいてください。 

• お客様ご自身で、ドコ亡 miniUlM カードに登録された情報内容は、別に 
ベたを取るなどして保管して<ださるよラお願いします。 

万巧 一 登録ちれた情報内容巧消失してしまラこと巧あってち、当社としては 
責任を負いなねます①であ5巧じめご3承< だちい。 

• 環境保全のため、不要になったドコモ miniUlM 力ードはドコたシヨ、ソ 
プなど窓□じお持ち < ださい。 

• I C を傷つけたり、不巧意に軸れたり、 シヨー トさだたりしないでく 
だちい。 

データ①消失、故障の原因となります。 

• ド〕亡 miniUlM 力ードを落としたり、衝擊をちえたりしないでくださ 
い。 

故障の原因となります。 

• ドコ tminiUlM 力ードを巧げたり、重いちのをのせたりしないで<だ 
ちい。 

故障の原因となります。 

• ドコ tminiUlM 力ードにラベルやシールなどを目ちった状態で、本端末 
じ取リイ寸けないでください。 

故障の原因となります。 

I Bluetooth® 機能を使用する場合のお願い 


• 本端末は、 Bluet 00 th 機能を使巧した通信時の tz キユリテイとして、 
Bluetooth 標準規樹こ準拠した t キユリテイ機能じあ脈しております 
が、設定内容などじよって t キユリテイ巧十分でない場含がありま 
す。 Bluetooth 機能を使巧した通信を巧う際にはご注意ください。 

• 团 uetooth 機能を使巧した通信時にデータや情報の漏活巧発をしまし 
てち、責任を負いなねますので、あ5かじめご3承ください。 


• 周波数帯じついて 

本端末の Bluetooth 機能ガ使巧する同波数帯は、ホーム画面で[盟] ► 
職赶 ► [端末情報] ► [認証]で確認できます。ラベルの見なたは次の 
とおりです。 

①②⑤ ④⑤ 

2.4FH1/XX4 


⑥ 

① 2.4:2400 MHz 帯を使用する無線設備を表します。 

② FH : 変調方す巧 FH - SS 方すであることを示します。 

③ 1:想定されるち干渉距離巧10 m し^(下であるこヒを示します。 

④ XX: 変調方す巧その他の方すであることを示します。 

⑤ 4 :想定されるち干渉距離巧4(>^し^(下であるこヒを示します。 

⑥ : 2400 MHz 〜2483.5 MHz ①全帯域を使用し、巧つお動体識別 
装置の帯域を回避不可であることを意巧します。 

• 团 uetooth 機器使巧上のミち意事項 
本端末の使巧周波数帯では、電子しンジなどの家電製品や産業’科学* 
医療用機器のほな、工場の製造ラインなどで使巧される免許を要する 
移動体識別巧構内無線局、免許を要しない特定小電力無線局、ア7 
チユア無線局など a ^ TFr 他の無線局」と略します)ガ運巧されていま 
す。 

1. 本端末を使用する前に、近くで r 他の巧線局」ヴ運用されていないことを 
確認してくだちい。 

2. 万ヴ ー、 本端末と r 他のお線局」との間に電波干渉ヴ発生した場合じは、速 
やなに使用場所を変える巧、 r 電源を切る」など電波干渉を避けてくだち 
い。 

3. その他、ご不明な点につきましては、裏表紙の r 総合お問い合わせ先」まで 
お問い合わだくだちい。 


L 無線 LAN (WLAN) についてのお願い 


• 無線 LAN ( WLAN ) は、電波を利巧して情報のやり取りを巧ラため、雲 
波の届 < 範囲であれば自由に LAN 接続できる利点巧あります。その反 
面、 t キユリテイの設定を巧っていないときは、悪意おる第王者に通 
信内容を盗み見5れたり、不正に侵入されてしまラ可能性巧ありま 
す。お客様の判断と責任において、 t キユリテイの設定を巧い、使巧す 
ることを推奨します。 

• 無線 LAN じついて 

電気製品 • AV • 0 A 機器などの磁気を帯びているとこ5や電磁波巧発生して 
いるところで使用しないで < ださい。 

-磁気や電気雑音の影響を受けると雑音巧大き<なったり、通信巧できなく 
なること巧あります(特じ電子しンジ'使用時には影響を受けること巧あり 
ます)。 

-テしビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となったり、テしビ画面巧乱 
れること巧あります。 

-近< I こ複数の無線 LAN アク t スポイント巧を在し、同じチわネルを使用し 
ていると、正し < 検索できない場合巧あります。 

• 周波数帯じついて 

WLAN 搭載機器ガ使巧する周波数帯は、ホーム画面で[器] ► [設定] ► 
[端末情報] ► [認証]で確認できます。ラベルの見なたは次のとおりで 
す。 


①② ⑤④ 

2.4DS/OF4 


① 2.4 :2400 MHz 帯を使用する無線設備を表します。 

感 DS : 変調方す巧 DS - SS 方すであることを示します。 

⑤ OF : 変調方す巧 OFDM 方すであることを示します。 

④ 4 :想定されるち干渉距離巧 40 mU 下であることを示します。 

⑤ : 2400 MHz 〜2483.日 MHz ①全帯域を使用し、巧つ 
移動体識別装置の帯域を回避可能であることを意味します。 

本端末の無線 LAN で設定できるチわネルは1〜13です。これし乂外①チわネル 
①アク t スポイントじは接続できまだんので、ごを意 < ださい。 

利用可能なチわネルは国により異なります。 

航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認くだちい。 
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• 2.4 GHz 機器使用上のミ主意事項 

WLAN 搭載機器の使巧周波数帯では、電子しンジなどの家電製品や産 

業•科掌•医療用機器のほな工場の製造ラインなどで使巧されている 

移動が識別用の構内無線局(免許を要する無線局)および特定小電力 

無線局(巧許を要しない無線局)な5びじア7チユア無線局(免許を要 

する無線局)ガ運巧されています。 

1. この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定 
小電力巧線局な 5 びにア 7 チユア巧線局巧運用ちれていないことを確認 
して < ださい。 

2. 万ヴー、この機器な 5 移動体識別用の構内お線局に巧して有害な電波干 
渉の事例巧発生した場合じは、速やかに使用周波数を変更するなご利用 
を中断していただいた上で、裏表紙の r 総合お問い合わせ先」までお問い 
合わせいただき、混信回避のための処置など(例えば、パーテイシヨンの 
設置など)じついてご相談ください。 

3. その他、この機器な5移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマ 
チユアお線局に対して電波干渉の事例巧発生した場含など何なお困りの 
ことヴ起きたときは、裏表紙の r 総合お問い合わせ先」までお問い含わせ 
ください。 

• 已 GHz 機器使巧上のを意事項 

已 GHz の周波数帯においては、 5.2 GHz /5.3 GHz /5.6 GHz 帯 ( W 52/ 

W 53/ W 56) ①3種類の帯域を使巧することができます。 

• W 52( 日. 2 GHz 帯/%、 40、44、48 ch ) 

• W 53 (日. 3 GHz 帯/52、56、目0、 64 ch ) 

• W 56 (5.6 GHz 帯/100、104、108、112、116、120、124、128、132、 

136.140 ch ) 

5.2 GHz /5.3 GHz 帯無線 LAN ( W 52/ W 53) の屋外使用は電波法で禁止 

ちれています。 

■ FeliCa リ-夕-/ラィタ-にっぃて 


• 本端末の Fel に a IJ - ダー/ライター機能は、無線局の免許を要しない 
微弱電波を使巧しています。 

•使巧周波数は13.56 MHz 帯です。周囲で他のリーダー/ライターをご 
使巧の場合、十分に離してお使いください。また、他の同一周波数帯を 
使巧の無線局ガ近くじないことを確認してお使い < ださし、。 
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European RF Exposure Information 

Your mobile device is a radio transmitter and receiver . It is designed not to 
exceed the limits 干 or exposure to radio waves recommended by international 
guidelines . These guidelines were developed by the independent scientific 
organization に NIRP and include safety margins designed to assure the 
protection of all persons , regardless o 干 age and health . 

The guidelines use a unit o 干 measurement known as the Specific Absorption 
Rate , or SAR . The SAR limit 干 or mobile devices is 2 W/kg and the highest 
SAR value 干 or this device when tested at the ear was 0 .已 82 W / kg ^'. 

As SAR is measured utilizing the devices highest transmitting power the 
actual SAR o 干 this device while operating is typically below that indicated 
above . This is due to automatic changes to the power level of the device to 
ensure it only uses the minimum level required to reach the network . 


《The tests are carried out in accordance with international guidelines for 
testing . 

Declaration of Conformity 

C€0168 ① 

In some countries/regions including Europe, there are restrictions on the 
use of 5GHz WLAN that may limit the use to indoors only. 

If you intend to use 5GHz WLAN on the device, check the local laws and 
regulations beforehand. 


Hereby, Sharp Telecommunications of Europe Ltd, declares that this 
SH-07E is in compliance with the essential requirements and other 
relevant provisions of Directive 1999/5/EC. 

A copy of the original declaration of conformity can be found at the 

following Internet address: 

http://www.sharp.coJp/k-tai/ 


FCC Notice 

• This device complies with part 1 日 o 千 the FCC Rules . 

Operation is subject to the 千0110 wing two conditions : 

(1 )This device may not cause harmful interference , and (2) this device 
must accept any interference received , including interference that may 
cause undesired operation . 
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知的財産権について 


I 著作権•肖像権について 


• お客様巧本製品を利用して撮影またはインターネット上のホームページ'巧台 
のダウン□ー ドやテしビ、ビデオなどじより取得した文章、画像、音楽、ソフト 
ウエアなど第兰者巧著作権を有するコンテン、ソは、抱的使用目的の複製や弓 I 
用など著作権を上認められた場合を除き、著作権者じ無断で複製、改変、公衆 
送信などすることはできまだん。 

実演や興行、展示物などじは、私的使用目的であってち撮影または録音を制限 
している場合巧ありますので、ごを意 < ださい。 

また、お客様巧本製品を利用して本人の同意なしに他人の肖像を撮影したり、 
撮影した他人の肖像を本人の同意なしじインターネット上のホームページ'じ 
掲載するなどして不特定る数に公開することは、肖像権を侵害する恐れ巧あ 
りますのでお控え < ださい。 

I 商標について 


•「FOMA」、rd ソニュー丄 rd マークット」、「あサイフクータイ丄 rmopera 丄 
rmopera U」、 「デコ^-ル®」、「デコソ絵文字®」、「 i アプリ」、 「i 亡ード」、 

「 i チわネル」、 r 公共亡ード」、 r あま巧は□ック」、「クータイデータあ頂巧り 
サービス」、「エリア^ール丄「マチキわラ丄「 i コンシェル」、 rspt —ド」、 

rxu 、 rxi / ク□、ソシィ丄 re ト リがソ丄 rspt - ド」□ゴ 、 rxu □ゴは ntt ド〕 
モ①商標または登録商標です。 

• キわッチホンは日本電信電話株式会社の登録商標です。 

• Microsoft ®、 Windows®、Windows Media®、Windows Vista ®、 Exchange ® は、 
米国 Microsoft Corporation ①米国あよけその他の国にあける商標または登 
録商標です。 

• Oracle ヒ Java は 、 Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国たぴそ 
①他①国にあける登録商標です。 

文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合巧あります。 

• QR コードは株す会社デンソーウェーブ①登録商標です。 

• microSD □ゴ、 micraSDHC □ゴ、 microSDXC 日ゴは SD -3 C ， LLC の商標です。 

m 製 m 製 m 製 



I 注意 


♦改造された本端末は絶がじ使巧しないでください。改造した機器を使 
巧した場台は電波法/電気通信事業法に抵軸します。 

本端末は、電波法に基づ < 特定無線設備の技術基準適合証おおよひ'電気通信 
事業法に基づ < 端末機器の技術基準適合認定を受けており、その証として 
「技適7— ク奠」巧本端末の電子銘板に表示されてあります。電子銘板は、本 
端末で次の手順でご確認しいただけます。 

ホ-ム画面で招 8] ► 厳赶 ► [端末情報] ► 臨記 

本端末のネジを外して内部の改造を行った場合、技術基準適合証明など巧無 
効となります。技術基準適合証明など巧無効となった状態で使用すると、電 
波法あよけ電気通信事業ミ去に抵迦しますので、絶対に使用ちれないよラじあ 
願いいたします。 

• 自動車などを運転中の使巧にはごを意ください。 

運転中の携帯電話をずで保持しての使用は罰則の対象となります。 

ただし、傷病者の救護または公共のま全の維持など、やわを得ない場合は巧 
象外となります。 

• Fel に a IJ - ダー/ライター機能は日本国内で使巧して<ださい。 

本端末の Fel に a リーブー/ライター機能は日本国内での無線規樹こ準拠し 
ています。海外でご使用になると罰だ5れること巧あります。 

• 基本ソフトウェアを不正に変更しないで<ださい。 

ソフ h ウェア①改造とみなし故障修理をあ断りする場合な'あります。 

• 本端末を mi び oUSB 接続クーブル01(別売)でパソ]ンと接続する場 
ちは使巧を禁止された区域などでは巧わないよラごミち意 < ださい。 

自動的じ電源巧入る場合巧あります。 


防水/防塵性能 


SH -07 E は、外部接続端子カバーをしっかりと閉じ、リアカバーを取り付 
けた状態で IPX 5 X ’ 1 、 IPXT’X 2 の防水性能、 IP 5 XX 3①防塵性能を有して 
います。 

XI IPX 5 とは、内径 6.3 mm のを水タブルを使用し、約3 m ①距離な白 12.5 リツ 
卜 J レ/分の水を最低3分間を水するを件であ己ゆる方向灯5噴流を当てて 
ち、電話機としての機能を有することを意味します。 

X 2 IPX 7 とは、常温で水道水、巧つ静水の水深1 m のとこ5じ SH -07 E を静なじ 
沈め、約30分間放置後に取り出したときじ電話機としての機能を有する 
ことを意味します。 
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• Changes or modifications not expressly approved by the manufacturer 
responsible for compliance could void the user's authority to operate the 
equipment 

Information to User 

This equipment has been tested and 千 ound to comply with the limits o 干 a 
Class B digital device , pursuant to Part 15 of the FCC Rules . These limits are 
designed to provide reasonable protection against harmful interference in a 
residential installation . This equipment generates , uses and can radiate radio 
frequency energy and , け not installed and used in accordance with the 
instructions , may cause harmful interference to radio communications . 
However , there is no guarantee that interference will not occur in a particular 
installation : け this equipment does cause harmful inter 干 erence to radio or 
television reception , which can be determined by turning the equipment of 干 
and on , the user is encouraged to try to correct the inter 干 erence by one or 
more of the 干 0110 wing measures : 

1. Reorient/relocate the receiving antenna . 

2. Increase the separation between the equipment and receiver . 

3. Connect the equipment into an outlet on a circuit d け干 erent from that to 
which the receiver is connected . 

4. Consult the dealer or an experienced radio/TV technician 干 or help . 

5 GHz WLAN Operation in USA 

Within the 5.15-5.25 GHz band , UNII devices are restricted to indoor 
operations to reduce any potential 干 or harmful inter 干 erence to co-channel 
Mobile Satellite Services ( MSS ) operations . 

FCC RF Exposure Information 

Your handset is a radio transmitter and receiver . 

It is designed and manufactured not to exceed the emission limits 干 or 
exposure to radio frequency ( RF ) energy set by the Federal Communications 
Commission o 干 the U . S . Government 

The guidelines are based on standards that were developed by independent 
scientific organizations through periodic and thorough evaluation o 干 scientific 
studies . The standards include a substantial safety margin designed to assure 
the safety of all persons , regardless o 干 age and health . 

The exposure standard for wireless handsets employs a unit o 干 measurement 
known as the Specific Absorption Rate , or SAR . The SAR limit set by the 
FCC is 1.6 W / kg . 
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♦この製品では、シゎープ株式会社が液晶画面で見やすく、読みやすくなるよう 
設計した LC フォントげ搭載されています。 LC フォント/ LCF 0 NT あよ Cf 
@は、シゎープ株す会社の登録商標です。 

• OBEX ™ は 、 Infrared Data Association ® ①商標です。 

•。はフェリカネットワークス株す会社の登録商標です。 

• ドルビーラボラトリーブな己の実施権に基づき製造されています。 

Dolby 、 ドルビーなけグブル D 記号はドルビーラボラトリーブの商標です。 

• PhotoScouter ® は株式会社亡ルフォ①登録商標です。 

• AOSS™ なけ、 A 0 SSTM は株式会社バッファ□-①商標です。 

• Wi 干 i ® は Wi-Fi Alliance ® の登録商標です。 

• Wi-Fi Direct ™、 Miracast ™、 Wi-Fi Protected SetupT " あよひ' Wi-Fi Protected 
SetupD コ'は W 卜 Fi Alliance ® ①商標です。 

The W 卜 Fi Protected Setup Marie is a mark o 干 the W 卜円 Alliance . 

• r mixU は株す会社ミツシィ①登録商標です。 

•「Twi け er 」 は Twitter , Inc . ①登録商標です。 

• DLNA ®、 DLNA □コ'あよひ ' DLNA CERTIFIED™iasDigital Living Network 
Alliance ①商標です。 

DLNA ®, the DLNA Logo and DLNA CERTIFIED ™ are trademarks , service 
marks , or certification marks o 干 the Digital Living Network Alliance . 

本機の DLNA の認定はシゎープ株式会社巧取得しました。 

• This product includes software developed by the OpenSSL Project 干 or use 
in the OpenSSL Toolkit , ( http :// www . openssl . org /) 

この製品 I こは OpenSSL Toolkit じあける使用のためじ OpenSSL プ□ジ'ェ 
クト I こよって開発ちれたソフトウェア巧含まれています。 

• This product includes cryptographic software written by Erie 
Young ( eay @ c「yptso 干 t . com ) 

この製品 I こは Eric Young じよって作成された暗号化ソフトウェア巧含まれ 
ています。 

• Portions Copyright © 2004 Intel Corporation 

この製品じは Intel Co の oration ①ソフトウェアを一部利用してあります。 
•文字変擲んオム□ンソフトウェア株式会社の iWnn を使用しています。 
iWnn © 0 MR 0 N SOFTWARE Co ., Ltd . 2008 -2013 All Rights Reserved . 
iWnn IME © OMRON SOFTWARE Co ., Ltd . 2009-2013 All Rights Reserved . 
• 本製品じは株式会社亡 I 」サワ①書体、新ゴ M を搭載してしほす。 

* 新ゴは株す会社 t リヴワ①登録商標です。 

• aptX ® は CSR pic . ①登録商標です。 

•「亡バキわス」は、株す会社ジ'わパン•亡バイルキわステインブ①商標です。 


X 3 IP 5 X とは、保護度合しぶ指し、直径7日い m 政下の塵玲 （ じんあい)巧入った 
装置じ電話機を8時間入れて巧<はんちだ、取り出したときじ電話機の 
機能を有し、0つ安全を維持することを意日未します。 

I SH -07 E が有する防水/防塵性能でできること 


• SH -07 E 巧有する防水性能でできることじついては「取扱説明書」アプリ （ e 卜 
リ t 、 ソ）をご覧<ださい。 

利用にあたって 


防水/防塵性能を維持するためじ、むす'次の点を確認して < ださい。 

• 外部接続端子カバー、リアカバーをしっ0りと閉じてくだちい。開閉するとき 
は、ゴムパッキンじ無理な力を加えないよラじミ主意して<ださい。 

•外部接続端子カバー、リアカバー巧浮いていないよラに完全に閉じたことを 
確認してくだちい。 

• 防水/防塵性能を維持するため、外部接続端子カパー、リアカバーはしっ巧り 
閉じる構造となってあります。無理に開けよラとするとのや指などを傷つけ 
る可能性巧ありますので、ごミ主意 < ださい。 

• イわホンマイツ端子の中に埃巧入った場合は、綿棒などで取り除いてご使用 
<ださい。 

• 外部接続端子力/卜①開閉、リアカバーの取り付け/取り外しじついては r 取 
扱説明書」アプリ （ e 卜 I 」 t ツ）をご覧<ださい。 


•防水/防塵性能を維持するため、異常の有無に巧巧む5ザ2年じ1回、部 
品の交換をあすすめします。部品の交換は端末をあ損なりして有料にて承 
ります。ドコ t 指定の故障取扱窓□じあ持ち<だちい。 


I ミ主意事項 


•ず巧濡れているときや端末に水滴巧ついているときじは、リアカバ'—①取り 
付け/取り外し、外部接続端子カバーの開閉はしないでください。 

• 外部接続端子カバー、 I 」アカバーはしつなりと閉じて<ださい。接融面に微細 
なゴミ（髪の毛1本、砂粒1 つ、 微細な繊維など)巧挟まると、水や粉塵巧浸入 
する原因となります。 

•外部接続端子カパー、リアカパーが開いているが態で水などの液体げ巧巧つ 
た場合、内部に液体が入り、感電や故障の原因となります。そのまま使用せす' 
じ電源を切り、電池パックを外した状態でドコ t 指定の故障取扱窓□へご連 
絡ください。 
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The tests are performed in positions and locations ( e . g.，at the ear and worn 
on the body ) as required by the FCC 干 or each model . The highest SAR value 
for this model handset when tested 干 or use at the ear is 0 •扫广 W/kg and when 
worn on the body , as described in this user guide , is 0.9 b W / kg . 

For body worn operation , this phone has been tested and meets the FCC RF 
exposure guidelines . Please use an accessory designated 干 or this product or 
an accessory which contains no metal and which positions the handset a 
minimum of 1.5 cm from the body . 

The use o 干 accessories that do not satisfy these requirements may not 
comply with FCC RF exposure requirements , and should be avoided . 

The FCC has granted an Equipment Authorization 干 or this model handset with 
all reported SAR levels evaluated as in compliance with the FCC RF emission 
guidelines . SAR in 卞 ormation on this model handset is on file with the FCC and 
can be 干 ound under the Display Grant section of http :// www . fcc . gov / oet / ea / 
千 ccid / after searching on FCC ID APYHR 000190. 

Additional information on Specific Absorption Rates ( SAR ) can be found on 
the FCC website at http :// www . fcc . gov /. 

I Specific Absorption Rate ( SAR ) of Mobile Phones 


This model SH-07E mobile phone complies with Japanese technical 
regulations and international guidelines regarding exposure to 
radio waves. 

This mobile phone was designed in observance of Japanese technical 
regulations regarding exposure to radio waves (* *1) and limits to exposure to 
radio waves recommended by a set of equivalent international guidelines. This 
set of international guidelines was set out by the International Commission on 
Non-lomzing Radiation Protection (ICNIRP), which is in collaboration with the 
World Health Organization (WHO), and the permissible limits include a 
substantial safety margin designed to assure the safety of all persons, 
regardless of age and health condition. 

The technical regulations and international guidelines set out limits for radio 
waves as the Specific Absorption Rate, or SAR, which is the value of absorbed 
energy in any 10 grams of tissue over a 6-minute period. The SAR limit for 
mobile phones is 2.0 W/kg. The highest SAR value for this mobile phone when 
tested for use at the ear is 0.652 W/kg. There may be slight differences 
between the SAR levels for each product, but they all satisfy the limit. 
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•「 NOTTV 」 あよび 「 NOTTV 」 □コ'は、株式会社 mmbi ①商標または登録商標で 
す。 

• Dig の n 及け DiXiM は株す会社デジオンの商標です。 

•「 AQU 0 S PHONE 丄「エコ技丄 「AQUOS PHONE 」 □コ'はシわープ株す会社の 
商標または登録商標です。 

• その他の社名あよび商品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 

I その他 


• Fel に a は、ソニー株す会社巧開発した非接醜 I C 力ードの技術方すです。 

Fel に a は、ソニー株す会社の登録商標です。 

•本製品は MPEG -4 Visual Patent Portfolio License じ基づき、下記じ該当する 
お客様じよる個人的で且つ非営利目的じ基づ< 使用巧ライ t ンス許諾ちれて 
あります。これじ I 外の使用については、ライ t ンス許諾されてありまだん。 

■ MPEG -4 ビデオ規格準拠のビデオ似下 rMPEG -4 ビデオ」ヒ記載します）を 
符号化すること。 

■ 個人的で且つ営利ま動じが事してし N ないあ客様巧符号化した MPEG -4 ビデ 
才を復号すること。 

■ライ t ンス許語を受けているプ□パイブな5取得した MPEG -4 ビデオを復 
号すること。 

その他の用途で使用する場合など詳細については、米国を人 MPEG LA，LLC 
じあ問い合わせ < ださい。 

•本製品は MPEG -4 Systems Patent Portfolio License じ基づき、 MPEG -4 シス 
テム規格準拠の符号化じついてライ tz ンス許諾ちれています。ただし、下記じ 
該当する場合は追加のライ t ンス①取得および□イわリテイの支払い巧必要 
となります。 

■タイトルベースで課金する物理媒体に符号化データを記録または複製す 
ること。 

■永久記録あよび/または使用のためじ、符号化データじタイトルベースで 
課金してエンドユーヴじ配信すること。 

追加のライ t ンスじついては、米国法人 MPEG LA ， LLC より許詰を受けるこ 
と巧できます。詳細じついては、米国法人 MPEG LAi LLC じあ問い合わせ<だ 
さし、。 
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• 外部接続端子力/ \'一/リアカ/ \'一と本体の接强面①ゴムパ、ソキンは防水/防 
塵性能を維持する上で重要な役割を担っています。は巧したり傷つけたりし 
ないで < ださい。また、ゴミ巧付着しないよラじして < ださい。 

ゴムパ、ソキン巧傷ついたり、変形したりした場合は、ドコ t 指定の故障取扱窓 
□じてあ取り替え < ださい。 

•外部接続端子カバー、リアカバーのすき間に、先の尖ったものを差し込まない 
で < ださい。ゴムパ、ソキン巧傷つき、水や粉塵巧浸入する原因となります。 

• リアカパー巧破損した場合は、 I 」アカバーを交換して<ださい。破損箇所な己 
内部じ水巧入り、感電や電池の腐食などの故障の原因となります。 

•水中で端末を使用（キー操作を含む）しないで < ださい。故障の原因となりま 
す。 

•規定(惕 = P .22) が上の強い水流 （6 リットル/分を超える）を直接当てないで< 
ださい。 SH -0 化は IPX 日の 防水性能を有してあります巧、故障の原因となりま 
す。 

•常温（日で〜3日で)①水し乂外①ミ夜体をなけたり、浸けたりしないで<ださい。 

• 洗濯機などで洗わないで<ださい。 

• 結露防止のため、塞い場所0 5暖ない場所へ移動するときは端末巧常温に 
なって巧5持ち込んで <ださい。 

• 温まやせっけん、洗剤、入;'谷剤の入った水には絶拙こ浸けないで < ださい。 

•熱湯じ浸けたり、サウナで使用したり、温風（ドライわ一など）を当てたりしな 
いでください。 

•海水じは浸けないで < ださい。 

• 砂/ミ尼の上に直接置なないで < ださい。 

•濡れたまま放置しないで< ださい。塞冷化で凍結するなど、故障の原因となり 
ます。 

•端末は水に浮きまだん。 

• 落下させないで < ださい。傷の発生などじより防水/防塵性能の劣化をおく 
こと巧あります。 

■送話 □/ マイク、受話□、スピーカー、アウトマイク、イわホンマイツ端子じ水 
滴を残さないで < ださい。通話不良となる恐れ巧あります。 

•送話 □/ マイク、受話□、スピーカー、アウトマイク、イわホンマイツ端子など 
を尖ったち のでつつ 巧ないで<ださい。 

• 端末巧水じ濡れた状態でイわホンマイツを挿ちないで<ださい。故障の原因 
となります。 


• 付属品、オプシヨン品は防水/防塵性能を有してありまだん。付属の卓上ホル 
グじ端末を置いた状態の場合、 AC アグプタ（別売）を接続していない状態で 
も、風呂場、シトワー室、台所、洗面所などの水周りでは使用しないで<ださ 

a 園圏國 a 

居弓^く 文 ,I 海水プール温泉砂/お 


• 実際の使用にあたって、すべての状況での動作を保証するちのではありま 
だん。また、調査の結果、お客様の取り扱いの不備じよる故障と判明した場 
合、保証の対象外となります。 


I 水に濡れたときの水抜きについて 


•水に濡れたときの水抜きのま順じつい口が取扱説明書」アプリ （ e トリ tz 、 ソ） 
をご覧 < ださい。 

充電のとき 

付属品、オプション品は防水/防塵性能を有していません。充電時、およ 
び充電後には、むす次の点を確認してくださし、。 

• 端末巧濡れていない巧確認してください。濡れてし^る場合や水じ濡れたあと 
は、よ<水抜きをして乾いた清潔な巧などで拭き取ってなら、卓上ホルグじ差 
し込んだり、外部接続端子カバーを開いたりしてください。 

• 外部接続端子カバーを開いて充電した場合には、充電後はしっなりとカバー 
を閉じて < ださい。外部接続端子巧ら①水や粉塵の浸入を防く'ため、卓上ホル 
ダを使用して充電することをあすすめします。 


敦化 
言口 

端末ガ濡れている状態では絶対に充電しないで < ださし、。 

• AC アダプタ、卓上ホルブは防水性能を有してありまだん。感電や回路の 
ショートなどじよる故障や义災、やけどの原因となります。 

•濡れたずで AC アグプタ、卓上ホルブに融れないで < ださい。感電の原因と 
なります。 

• AC アブプタ、卓上ホルグは、水の巧な己ない状態で使用して<ださい。風 
呂場、シゎワー室、台所、洗面所などの水周りで使用しないで<ださい。义 
災や感電の原因となります。 


携帯電話機の比吸収率 ( SAR ) について 


この機種 SH -07 E の携帯電話機は、国巧定めた電波の人体吸収に関する技 
術基準および電波防護の国際ガイドラインじ適合しています。 

この携帯電話機は、国巧定めた電波の人体吸収じ関する技術基準（ X 1 ) な5ひ' 
に、これと同等な国際ガイドライン巧推奨する電波防護の許容値を遵守するよ 
ラ設計ちれています。この国際ガイドラインは世界保健機関 ( WHO ) と協力関係 
にある国際非電離放射線防護委員会 OCNIRP ) 巧定めたちのであり、その許容値 
は使用者の年齢や健康状況に関係な<十分な安全率を含んでいます。 

国の技術基準および国際ガイドラインは電波防護の許容値を人体頭部じ吸収ち 
れる電波の平巧エネルギー量を表す比吸収率 ( SAR:Specific Absorption Rate ) 
で定めてあり、携帯電話機に対する SAR の許容値は 2.0 W ル g です。この携帯電話 
機の側頭部じあける SAR ①最大値は0.652 W ル g です。個々①製品じよって SAR 
じるかの差異巧生じることちあります巧、いす'れち許容値を満足しています。 
携帯電話機は、携帯電話基地局との通信 I 。必要な最低限の送信電力じなるよラ 
設計されているため、実際に通話してし N るが態では、通常 SAR はよリルさい値と 
なります。一般的じは、基 i 也局な己①距離巧近いほど、携帯電話機の出力はルち 
くなります。 

この携帯電話機は、側頭部し乂外①位置でち使用可能です。 NTT ドコ t 推奨①キゎ 
リンブクース等①アク tz サリを用いて携帯電話機を身体に装着して使用するこ 
とで、この携帯電話機は電波防護の国際ガイドラインを満足します巧 2 )oNTT 
ドコモ推奨のキわリンブクース等①アク tz サリをご使用じならなし N 場合口ん 
身体な己 1.5 cm し乂上①距離に携帯電話機を固定でき、金属部分の含まれていな 
い製品をご使用ください。 


世界保健機関は、 r 携帯電話巧潜在的な健康リスクをちた白す巧どラけを評価す 
るためじ、これまで20年な上にわたって多数の研究け'行われてきました。今日 
まで、携帯電話使用じよって生じるとされる、いななる健康影響ち確立されてい 
まだん。」と表明しています。 

さ51こ詳しし V 障報をあ知りじなりたい場合じは世界保健機関のホームページを 
ご参照 < ださい。 

http :// www . who . int / docstore / peh - emi 7 publications / 干 acts _ press / 

干 act 」 apanese.htm 

SAR じついて、さ5じ詳しし V 障報をあ知りじなりたい方は、下記のホームぺージ' 
をご参照ください。_ 

総務省のホームページ' 

http ;// www . tele . soumu . go . jp / j / sys / ele/i ndex.htm 
一般社団法人電波産業会のホームページ 
http :// www . arib - emf . org / index 02 .htnnl 
ドコ亡①ホームページ' 
http :// www . nttdocomo . co . jp / product / sai7 
シゎープ株す会社のホームページ' 

http :// www . sharp . co . jp / products / menu / phone / cellular / sar / index.html 
XI 技術基準については、電波ミ去関連省令(無線設備規則第14をの 2) で規定 
ちれています。 

X 2携帯電話機本体を側頭部し:!外でご使用じなる場合の SAR ①測定法じつい 
ては、平成22年3月に国際規格 ( IEC 62209 -2) 巧制定されました。国の技術 
基準じついては、平成23年10月に、諮問第118号じ関して情報通信審議会 
情報通信技術分科会より一部答申ちれています。 
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The actual SAR of this mobile phone while operating can be well below that 
indicated above. This is due to automatic changes to the power level of the 
device to ensure it only uses the minimum required to reach the network. 
Therefore in general, the closer you are to a base station, the lower the power 
output of the device. 

This mobile phone can be used in positions other than against your ear. This 
mobile phone satisfies the international guidelines when used with a carrying 
case or a wearable accessory approved by NTT DOCOMO, INC. (*2). In case 
you are not using the approved accessory, please use a product that does not 
contain any metals, and one that positions the mobile phone at least 1.5 cm 
away from your body. 

The World Health Organization has stated that "a large number of studies have 
been performed over the last two decades to assess whether mobile phones 
pose a potential health risk. To date, no adverse health effects have been 
established as being caused by mobile phone use." 

Please refer to the WHO website if you would like more detailed information. 
http://www.who.int/docstore/peh-emf/publications/facts_press/fac し english.htm 
Please refer to the websites listed below if you would like more detailed 
information regarding SAR. 

Ministry of Internal Affairs and Communications Website: 
http://www.tele.soumu.go.jP/e/sys/ele/index.htm 
Association of Radio Industries and Businesses Website: 
http://www.arib-emf.org/index02.html (in Japanese only) 

NTT DOCOMO, INC. Website: 
http://www.nttdocomo.co.jp/english/product/sar/ 

SHARP Corporation Website: 

http://www.sharp.co.jp/products/menu/phone/cellular/sar/index.html (in 
Japanese only) 

*1 Technical regulations are defined by the Ministerial Ordinance Related to 
Radio Law (Article 14-2 of Radio Equipment Regulations). 

*2 Regarding the method of measuring SAR when using mobile phones in 
positions other than against the ear, international standards (lEC 62209 -2) 
were set in March of 201 0. On the other hand, technical regulation is 
currently being deliberated on by national council (As of October, 2011). 
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CAUTION 


Use only the battery packs and adapters specified by NTT DOCOMO 
for use with the handset. 

May cause fires, burns, bodily injury or electric shock. 

Do not throw the battery pack into a fire. 

The battery pack may catch fire, explode, overheat or leak. 

Do not dispose of used battery packs in ordinary garbage. 

May cause fires or damage to the environment. Place tape over the terminals to 
insulate unnecessary battery packs, and take them to a docomo Shop, retailer 
or institution that handles used batteries in your area. 

A To prevent possible hearing damage, do not listen at high volume 
levels for long periods. 

Earphone Signal Level 

The maximum output voltage for the music player function, measured in 
accordance with EN 50332-2, is 148 mV. 

Avoid using the handset in extremely high or low temperatures. 

Use the handset within the range of a temperature between 5°C and 35°C and 
a humidity between 45% and 85%. 

Charge battery in areas where ambient temperature is between 5°C 
and 35°C. 

Do not point the illuminated light directly at someone’s eyes. 
Especially when you shoot still pictures or videos of young 
children, keep 1 m or more distance from them. 

Do not use Mobile light near people’s faces. Eyesight may be temporarily 
affected leading to accidents. 

I Bluetooth function 

• The Bluetooth word mark and logos are owned by the Bluetooth SIG, INC. 
and any use of such marks by NTT DOCOMO, INC. is under license. Other 
trademarks and trade names are those of their respective owners. 
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Inquiries 


I General inquiries <docomo Information Center > 

(Business hours: 9:00 a.m. to 8:00 p.m.) 

函 0120 -005-250 (toll free) 

X Service available in: English, Portuguese, Chinese, Spanish. 

X Unavailable from part of IP phones. 

(Business hours: 9:00 a.m. to 8:00 p.m. (open all year round)) 

From DOCOMO mobile phones 
(In Japanese only) 

凸 (No prefix)151(toll free) 

X Unavailable from land-line phones, etc. 

From land-line phones 
(In Japanese only) 

函 0120 -800-000 (toll free) 

X Unavailable from part of IP phones. 

• Please confirm the phone number before you dial. 

■ Repairs 

(Business hours: 24 hours (open all year round)) 

From DOCOMO mobile phones 
(In Japanese only) 

凸 (No prefix)113 (toll free) 

X Unavailable from land-line phones, etc. 

From land-line phones 

(In Japanese only) 

函 0120 -800-000 (toll free) 

X Unavailable from part of IP phones. 

• Please confirm the phone number before you dial. 

• For Applications or Repairs and After-Sales Service, please contact the 
above-mentioned information center or the docomo Shop etc. near you on 
the NTT DOCOMO website. 

NTT DOCOMO website: 
http://www.nttdocomo.co.jp/english/ 
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I For loss , theft , malfunction , and inquiries while 
overseas (24 -hour reception ) 

From DOCOMO mobile phones 

International call access code for -81-3-6832-6600* 
the country you stay (toll free) 

* You are charged a call fee to Japan when calling from a land-line phone, 
etc. 

X け you use SH-07E, you should dial the number +81-3-6832-6600 
(to entertouch and hold "0"). 

From land-line phones 
<Universal number〉 

Universal number international -8000120-0151* 

prefix 

* You might be charged a domestic call fee according to the call rate for the 
country you stay. 

X For international call access codes for major countries and universal number 
international prefix, refer to DOCOMO International Services website. 

• If you lose your handset or have it stolen, immediately take the steps 
necessary for suspending the use of the handset. 

• If the handset you purchased is damaged, bring your handset to a repair 
counter specified by DOCOMO after returning to Japan. 


輸出管理規制 


本製品たび付属品は、曰本輸出管理規制 ( r 外国為曾なび外国貿易法」たび 
その関連法令)の適巧を受ける場含があります。また米国再輸出規制 
(Export Administration Regulations ) の適巧を受けます。本製品たび付 
属品を輸出たび再輸出する場含は、お客様の責任なび費用負担において 
む要となるず続きをお取りください。詳しし巧続きじついては経済産業 
省または米国商務省へお問い台わだください。 
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•本製品は、 AVC ポートフオリオライ tz ンスじ基づき、お客様巧個人的 I こ、且つ 
非商業的な使用のためじの AVC 規格準拠のビデオ(し乂下 「 AVC ビデオ」ヒ記載 
します）を符号化するライ t ン义あよひ'/または （ ii ) AVC ビデオ（個人的で、 
且つ商業的活動じが事していないあ客様じより符号化された AVC ビデオ、あ 
よひ'/または AVC ビデオを提供することについてライ tz ンス許話されてい 
るビデオプ□バイブーな白入ました AVC ビデオじ限ります）を復号するライ 
tz ンス巧許諾ちれてあります。そ①他①使用じついては、黙示的じち一切のラ 
イ t ンス許諾巧ちれてありまだん。さ己に詳しい情報じついては 、 MPEG LA ， 
LL . C . な5入まできる可能性巧あります。 
http :// www . mpegla.com をご参照 < だちし、。 

•本製品は、 VC -1 Patent Portfolio License じ基づき、あ客様巧個人的に、且つ非 
商業的な使用のためじの VC -1 規格準拠のビデオ（し乂下 rvc -1 ビデオ」と記載 
します）を符号化するライ t ン义あよひ'/または川) VC -1 ビデオ（個人的で、 
且つ商業的活動じが事していないあ客様じより符号化された VC -1 ビデオ、あ 
よひ'/または VC -1 ビデオを提供することについてライ t ンス許語されてい 
るビデオプ□バイブーな白入ました VC - 1ビデオじ限ります）を復号するライ 
tz ンス巧許諾ちれてあります。そ①他①使用については、黙示的じち一切のラ 
イ t ンス許諾巧ちれてありまだん。さ己に詳しい情報については 、 MPEG LA ， 
LL . C . な5入まできる可能性巧あります。 
http :// www . mpegla.com をご参照 < だちし、。 

• コンテンツ所有萄ま 、 Microsoft PlayReady ™ コンテンツアク t ス技術じよっ 
て著作権を含む知的財産を保護しています。本製品は 、 Play Ready 技術を使用 
して PlayReady 保護コンテンツあよ aWMDRM 保護コンテンツじアク tz スし 
ます。本製品巧コンテンツの使用を適切に規制できない場合、 PlayReady 保護 
コンテンツを使用するため I 。必要な本製品の機能を無効じするよラ、コンテ 
ンツ所有者は Microso わじ要求すること巧できます。無効じすることで保護〕 
ンテン、ソし乂外のコンテンツや他のコンテンツアク t ス技術じよって保護ちれ 
ているコンテンツな'影響を受けることはありません。コンテンツ所有者はコ 
ンテン、ソへ①アツ t スじ際し、 PlayReady ①アップブしードを要求すること 
備 ります。アップブしードを拒否した場合、アップブしードを必要とする〕 
ンテン、ソへ①アツ t スはでぎません。 

•本書では各 0 S (日本語版）を巧のようじ略して表記しています。 

■ Windows 创3、 Microsoft ® Windows ® 8、 Microsoft ® Windows ® 8 Pro 、 
Microsoft ® Windows ® 8 Enterprise ①略です。 

■ Windows 7 は、 Microsoft ® Windows ® 7 ( Starter、Home Basic、Home 
Premium 、 Professional 、 Enterprise 、 Ultimate ) ©田各です 0 

■ Windows Vista は 、 Windows Vista®(Home Basic、Home Premium 、 
Business 、 Enterprise 、 Ultimate ) ①略です。 


■ Windows XP は、 Microsoft ® Windows ® XP Professional operating system 
または Microsoft ® Windows ® XP Home Edition operating system ①略です。 

• Bluetooth とその□コ'マークは 、 Bluetooth SIG , INC ①登録商標で、株す会社 

NTT ドコ亡はライ t ンスを受けて使用しています。そ①他の商標あよび名称 
はそれぞれの所有者じ帰属します。 1 ~ 

• Google、Google □ゴ、 Android、Android □ゴ、 Google PlayT"、Google Play □コ '、 
Google+xGoogle+ □ゴ、 Google べッ tz ンジ'わ一、 Google ソッ tz ンジ'わ一 □ 

コ '、 Google 設定、 Google 設定□ゴ、 Gmair"、Gmail □コ'、力しンブー□ゴ、 
Google マップ ™、 Google マップ□ゴ 、 Google ^— Google 卜ーツ□ゴ、 
Google Chrome™、Google Chrome □ゴ 、 Google 音声検索™ □ゴ、円 casa …、 
Picasa □コ '、 YouTube あよび YouTube □コ'は 、 Google Inc . ①商標です。 

I 才ープンソースソフトウェアについて 

•本製品じは 、 GNU General Public License ( GPL)、GNU Lesser General Public 
License ( LGPL )、 その他のライ 1 z ンスじ基づ < ソフトウェア巧含まれていま 
す。 

当該ソフトウェアのライ t ンスじ関する詳細は、ホーム画面巧己[絕]►[設 
赶 ► [端末情報け[法的情報] ► [オープンソースライ t ンス]をご参照<だ 
さし、。 

• GPULGP し Mozilla Public License ( MPL ) じ基づ < ソフトウエアのソース 
コードは、下記サイトで無償で開示しています。詳細は下記サイトをご参照< 
ださい。 

https://sh-dev.sharp.co.Jp/android/modules/oss/ 
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くドコモィ総辨職觀ンタ _> 


■ ドコモの携帯電話巧5の場台 

凸(局きなしの) 151 麵） 

※一般電話などならはご利巧になれまだん。 


■一般電話などな5の場合 

函0120 -800-000 

※一部の IP 電話ならは接続できなしな易合乃'あります。 
受付時間午前9:00〜午後8:0日（年中無休） 


が障お問い合わせ先 


ドコモの携帯電話な5の場合 

(局番なしの) 113 麵） 

※一般電話などならはご利用になれまだん。 


凸 


■一般電話などな5の場含 

函0120 -800-000 

※一部の IP 電話方5は接続できない場合巧あります。 
受付時間24時間（年中無休） 


参番号をよくご確認の上、お間違し^のないよラにおなけ<ださい。 


L VEGETABLE 
^IL INK 


販売元株式会社 NTT ドコモ 
製造元シャープ株式会社 































































